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　 発刊のことば

　　　　　　　　　　　会長　宮　下　正　弘

　 ■齶田文化59号（令和６年度号）の発刊の言葉を申し上げます。
　 ■令和６（2024）年度はコロナ禍も一段落し、季節インフルエンザ
の流行もあったものの、われわれの芸術文化活動も以前のように活発に行われたことを
喜びたいと思います。　　
　まず中心的活動の秋田市芸術祭も第67回を数え、加盟各分野が参加してあきた芸術劇
場（ミルハス）を中心に７月７日の大衆芸能部門「四季の彩」を皮切りに、11月10日の
「邦楽合同公演」まで12事業を実施しております。日頃の成果と活動できる喜びを多く
の市民の皆さんに伝えることができたのではないかと思います。
　第62回秋田市文化団体連盟章の表彰式と祝賀会が12月３日に秋田キャッスルホテルで
華々しく行われました。菅原浩洋 様（川柳）、橋野宗茂 様（茶道）、大塚祥華 様（書
道）、加藤豊典 様（華道）、塚あきら 様（歌謡曲）、間宮繁夫 様（謡曲）、菅原ひろ
賀 様（箏曲）、古川芳孝 様（茶道）の８名の方が受章されました。誠におめでとうござ
います。
　３年目を迎えた「芸術文化体験プログラム事業」（通称トライ）は８月17,18日の２日
間ミルハスで行われ、おこと、謡曲、日本舞踊、港ばやしと茶道２教室、いけばな２教
室の６部門８教室を開催しました。日本舞踊で「あんたがたどこさ」を踊った可愛い小
学生の姿が忘れられません。いずれ成長して秋田市の文化を担ってくれることを願って
います。
　国民文化祭のあとを受けて始まった「秋田市文化の祭典」も10回目を迎えて、ミルハ
ス、文化創造館、にぎわい交流館ＡＵを舞台に華やかに開催されました。
　さて、本年度初の試みとして11月19日に秋田市議会議員による「文化芸術の振興を考
える議員の会」と当連盟との懇談会が持たれました。大変有意義な会で、今後の発展が
期待されるところです。この会で、私は「秋田市の文化のこれ迄とこれから」と題して
45分の講演を行い、私自身大変勉強になりました。
　加盟団体は令和７年３月31日現在58団体です。新たな加盟団体の動きもあり、活発な
活動を通じてさらなる新規加入に結び付けたいものと考えています。今後ともよろしく
お願いいたします。
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　 あ い さ つ

　　　　　　　　　秋田市長　穂　積　　　志

　このたび、秋田市文化団体連盟機関誌「齶田文化」59号が発行さ
れますことを心よりお祝い申し上げます。
　秋田市文化団体連盟は、1957（昭和32）年の発足以来、市内文化団体の連携を図り、
芸術文化活動を支える要としての役割を果たしてこられました。
　これまで、長い歴史を持つ「秋田市芸術祭」や、令和４年度から実施している小中学
生を対象とした「芸術文化体験プログラム」等の開催を通じて、たくさんの市民の方に
芸術文化を身近に感じ、親しんでもらう機会と発表の場の提供、そして、次代の担い手
育成に注力されております。
　また、芸術文化活動の推進と文化団体連盟の発展に貢献された方へ「秋田市文化団体
連盟章」を贈り、顕彰するなど、本市文化の振興に多大なるご貢献をいただいておりま
すことに心から感謝申し上げます。
　この、機関誌「齶田文化」は、そうした秋田市文化団体連盟が築いてこられた活動や
新たな文化活動への提言などを記してきた貴重な資料としても活用されており、これま
で編集に携わられた多くの関係者の皆様に深甚なる敬意を表します。
　さて、本市では、歴史のなかで育まれてきた郷土秋田の地域の特色を生かした「芸術
文化の香り高いまちづくり」を実現するため、これまで、あきた芸術劇場ミルハス、千
秋美術館や旧松倉家住宅等の整備を行ってきたところであり、今秋には、施設規模や展
示機能などを拡充した佐竹史料館がリニューアルオープンする予定となっております。
　芸術文化は、人々の心を潤し生活を豊かにするものであり、本市としましても、市民
一人ひとりが創造力を育み、幅広く活動できるよう、更なる環境の充実に努めてまいり
ますので、引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、貴連盟のますますのご発展と会員の皆様のご活躍を祈念し、あいさつといた
します。
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「秋田市の文化のこれ迄とこれから」

秋田市の文化のこれ迄とこれから
一般社団法人秋田市文化団体連盟会長　宮下正弘

令和６年１１月１９日（火）
秋田市民俗芸能伝承館

文化芸術の振興を考える議員の会

文化芸術の振興を考える議員の会との懇談会より
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秋田の歴史文化の特異性（Ⅰ・Ⅱ）

秋田の歴史文化の特異性（Ⅲ・Ⅳ）

秋田…環日本海文明への扉、突然の光彩
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秋田市にはたくさんの指定等文化財が

高橋萬年につづく県人画家の活躍

萬年は、40代以降は郷里に腰をすえ、ふるさと秋田の田園風景
や風俗を中心に描き院展に出品を重ねた。１９５６年没。
秋田大学教育学部美術学科の教授であり、日本画家の故横山津
恵画伯（1916～2007年）はその弟子。教え子たちによる
「恵花会」は秋田の日本画の中核を担っている。
福田豊四郎や佐藤緋呂子などの県人画家の顕著な活躍が見られ
るのは、秋田の人の美や芸術に対して華やかに親しむ性格と日
本画の伝統性を愛する姿勢をよく示している（新野直吉）



― 6 ―

版画家勝平得之

文化とは伝えること　- 幸島（こうじま）の猿から学ぶ

明治３８年秋田に生まれ、昭和１０年にブ
ルーノ・タウトに会って評価され、世界に
も知られるようになった木版画家の勝平得
之も、秋田の風土に腰を据えて数々の作品
を残したことで知られている。また、長野
県で生まれた農民芸術の講習も受け、「木
彫あきた風俗人形」を制作した。
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昭和32年12月12
日、秋田市文化団
体連盟発足

秋田市における芸術文化団
体の自主的活動の強化促進
を図り、芸術文化の普及振
興と市民の文化高揚につと
め、もって秋田市の文化の
向上と発展に寄与すること
を目的とする

昭和６２年
１０７団体

令和６年
５９団体

平成２７年
８０団体を
割る

秋田市文化団体連盟
加盟団体数の推移 加盟団体数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12131415161718192021 22232425262728293031 32333435363738394041 42434445464748495051 52535455565758596061 62636465666768

ま　　　　と　　　　め

秋田は有史以来多様な文化を培ってきた歴史を持ち、大きな文化的
基盤を有している。
それらの歴史的遺産を活用し、郷土に誇りを持ってゆく機運を醸成
することが大切と考える。
文化団体連盟は各団体をまとめ、秋田市の文化向上を目的に昭和３
２（1957）年に発足し、現在６８年を数えている。
会員数は結成３０年あたりの１０７団体をピークとして減少に転じ、
現在５９団体となっている。
指導者の高齢化、少子化による新規加入者の減少、そして芸術文化
活動の多様化が要因となっていると考える。
行政、教育現場とタイアップして、若年層にいかに魅力を伝えてゆ
くかが、今後の大きな課題と考える。
創立７０周年を令和９年に控え、会員増は急務であり、全力で取り
組みたい。
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第 67回  秋田市芸術祭

No 芸術祭事業名 日程・会場 実施内容
1 四季の彩 令和 6年

7月 7日（日）
ミルハス中ホール

大衆芸能部門
（フラダンス・タップダンス・歌謡曲・大
正琴・ジャズダンス）による公演

2 夏休みトライ ８月 17日（土）
ミルハス大ホール：教室①②
ミルハス小ホールA：教室③④

８月 18日（日）
ミルハス大ホール：教室⑤⑥
ミルハス小ホールA：教室⑦⑧

①おこと（生田流箏曲清絃会）
②謡曲（秋田市謡曲三流同好会）
③茶道 1（玉川遠州流）
④茶道 2（遠州流茶道秋田県連合会）
⑤日本舞踊（邦舞部門）
⑥港ばやし（土崎港ばやし保存港和会）
⑦いけばな 1（千家生花）
⑧いけばな 2（華道専正池坊秋田支部）

3 秋田市民文芸大会 9月 21日（日）
秋田市にぎわい交流館AU

文芸部門（短歌・俳句・川柳）による大会

4 総合美術展 10月 3日（木）
～ 10月 8日（火）
アトリオン 2階美術展示ホール

美術部門
（日本画・水墨画・洋画・俳画・書道・ち
ぎり絵・モラ手芸）による展示会

5 バレエ公演 10月 6日（日）
ミルハス中ホール

洋舞部門による公演

6 総合芸能公演 10月 13日（日）
ミルハス中ホール

大衆芸能部門
（港ばやし・新舞踊・民踊・民謡・フラダンス）
による公演

7 秋田市民合唱祭 10月 20日（日）
ミルハス大ホール

秋田市民合唱連盟による合唱祭

8 古典芸能のつどい 10月 20日（日）
ミルハス中ホール

邦舞邦楽部門
（箏曲・篠笛・尺八・日本舞踊）による公演

9 綜合いけばな展 10月 28日（月）
～ 11月 5日（火）
秋田市にぎわい交流館AU
展示ホール

華道部門によるいけばな展
（1次・2次・3次）

10 合同茶会 11月 3日（日）
秋田市文化創造館
秋田市にぎわい交流館AU

茶道部門による茶会

11 第10回秋田市文化の祭典 11月 3日（日）
ミルハス中ホール

舞台公演
（箏曲・篠笛・日本舞踊・謡曲・新舞踊・
大正琴・民謡・港ばやし）による公演

11月 3日（日）
～ 5日（火）
秋田市にぎわい交流館AU
展示ホール

各部門展示
（美術展示・文芸大会互選受賞作品展示）
※綜合いけばな展 3次会期中

12 邦楽合同公演 11月 10日（日）
ミルハス中ホール 

邦楽部門（謡曲・詩吟）による公演

機関誌「齶田文化」発行 年1回発行 令和 6 年度号

理事会（5/14）ねぶり流し館 定時総会（5/28）ねぶり流し館
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「四季の彩」加盟団体
団　　　体　　　名 代 表 者 名 連　絡　先

秋田フラダンスナフラオケマカニオル 鎌　田　和　子 090-2362-9483

早川みか TAPダンススタジオ 早　川　み　か 845-6591

塚歌謡教室 程　塚　敏　明 857-2755

大正琴・文化箏『花かげ会』 佐々木　琴　嶺 831-2363

大正琴研修院秋和流 中　村　紘　林 836-6630

ダンススタジオS.T.Rays 明　石　紗輪子 833-8886

清香會 浅　利　香津代 03-3699-2758

第67回　秋田市芸術祭

秋田市長ご挨拶
●大正琴研修院 秋和流
●秋田フラダンス ナ フラ オ ケ マカニ オル
●早川みか TAPダンススタジオ
●大正琴・文化箏『花かげ会』
●塚 歌謡教室
●ダンススタジオS.T.Rays

■と　き　令和６年(2024年)７月７日（日）
　　　　　開場12:30　 開演13:00
■ところ　あきた芸術劇場ミルハス 中ホール
■入場料　1,000円（小中学生無料）

ご来場の皆様へ
　感染予防対策のため、以下についてご協力をお願いいたします。
　①マスクの着用、手指消毒および検温。
　②会場内での会話はできるだけお控えください。

主催：　　一般社団法人 秋田市文化団体連盟
〒010-0875　秋田市千秋明徳町２番52号　あきた芸術劇場内

電話(018)853‒5596　FAX(018)853‒5597
共催：秋田市
後援：秋田市の文化を育てる市民の会・秋田魁新報社・NHK秋田放送局・
　　　ABS秋田放送・AKT秋田テレビ・AAB秋田朝日放送・エフエム秋田

四季の

内田　和花
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芸術文化体験プログラム事業「夏休みトライ」

①箏曲（おこと）【生田流箏曲清絃会】 ②謡曲（能）【秋田市謡曲三流同好会】

秋田市広報広聴課の取材があり、「こんにちは秋田市から」「いきいき秋田市から」で放送されました。

⑦いけばな1【千家生花】 ⑧いけばな2【華道専正池坊秋田支部】

⑤日本舞踊【邦舞部門】 ⑥港ばやし【土崎港ばやし保存港和会】

③茶道1【玉川遠州流】 ④茶道2【遠州流茶道秋田県連合会】
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第56回　秋田市民文芸大会
　　　　　　　　　　　短歌・俳句・川柳

日時　令和６年９月21日（土）13：00
会場　秋田市にぎわい交流館AU
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嶋
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如

酔
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岡
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順
位

賞

　
　
　

作　
　
　
　
　

品

　

作　
　
　

者

一
位

二
位

三
位

四
位

五
位

六
位

七
位

八
位

九
位

十
位

秋
田
市
文
化
団
体
連
盟
大
賞

秋

田

市

長

賞

秋
田
市
議
会
議
長
賞

秋

田

市

教

育

長

賞

秋

田

魁

新

報

社

賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞

秋
田
市
歌
人
協
会
賞

秋
田
市
歌
人
協
会
賞

秋
田
市
歌
人
協
会
賞

秋
田
市
歌
人
協
会
賞

炎
天
の
グ
ラ
ン
ド
の
蛇
口
上
を
向
き
テ
ニ
ス
の
少
女
つ
ぎ
つ
ぎ
と
来
る

夏
空
に
陸
上
部
員
の
声
響
き
ハ
ー
ド
ル
越
え
る
脚
の
伸
び
ゆ
く

い
つ
の
ま
に
指
紋
の
失
せ
て
ど
の
指
も
働
き
ず
く
め
の
年
輪
深
し

橋
脚
に
も
た
れ
し
ま
ま
の
流
木
の
白
骨
の
ご
と
豪
雨
一
年

病
室
の
四
角
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に
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れ
た
日
々
い
ま
さ
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気
づ
く
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の
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開
く
文
学
館
孤
島
の
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な
午
後
一
時
半
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日
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の
名
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た
れ
ば
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の
輪
郭
す
こ
し
広
が
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ち
ぎ
り
た
る
歌
壇
の
ペ
ー
ジ
鋏
も
て
縁へ
り

を
と
と
の
へ
も
う
い
ち
ど
読
む

捜
し
も
の
の
絶
え
な
い
母
へ
毎
日
が
宝
さ
が
し
ね
と
慰
め
て
い
る

携
帯
に
残
り
し
妻
の
番
号
に
伝
へ
た
き
こ
と
二
つ
三
つ
あ
り
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元

菊
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沼

幸

枝

加

藤
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子

松

岡

正

樹

佐
々
木　
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子

加
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隆

枝

加

藤

一

弥

順
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一
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十
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秋
秋
田
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文
化
団
体
連
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大
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秋

田

市

長

賞

秋
田
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議
会
議
長
賞

秋

田

市

教

育

長

賞

秋

田

魁

新

報

社

賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞

秋
田
市
俳
句
人
連
盟
賞

秋
田
市
俳
句
人
連
盟
賞

秋
田
市
俳
句
人
連
盟
賞

秋
田
市
俳
句
人
連
盟
賞

貼
り
替
へ
て
影
絵
生
き
生
き
白
障
子

何
も
か
も
許
す
寝
顔
や
夏
座
敷

土
踏
ま
ず
白
き
農
婦
の
三
尺
寝

軒
下
に
破
調
の
音
符
吊
し
柿

鳥
の
眼
で
飲
む
炎
天
の
水
飲
場

蝶
を
追
ふ
園
児
や
蝶
の
仕
草
し
て

英
霊
と
は
何
の
手
柄
ぞ
八
月
来

轆ろ
く
ろ
く
ず

轤
屑
焚
い
て
木
地
師
の
夏
炉
か
な

鬼
灯
を
鳴
ら
し
水
子
を
眠
ら
せ
る
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の
眼
の
遙
か
地
平
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震
災
忌

大

橋

風

太

川

井
　

文

藤

井

洋

舫

保

泉

草

笛

安　

　

喜
四
郎

和

田
　

仁

加

藤

一

弥

山
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草

人
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位
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一
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三
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四
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五
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新

報
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Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞

秋
田
市
川
柳
協
会
賞

秋
田
市
川
柳
協
会
賞

秋
田
市
川
柳
協
会
賞

秋
田
市
川
柳
協
会
賞

自
分
史
の
ど
こ
を
切
っ
て
も
汗
が
あ
る

こ
の
道
で
良
か
っ
た　

母
が
笑
っ
て
る

残
り
火
は
消
さ
ぬ
明
日
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逢
え
そ
う
で

兵
器
無
用
み
ん
な
地
球
の
同
居
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嘘
の
な
い
轍
一
本
子
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す

弾
ま
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き
ゃ
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電
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
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晴
天
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干
す
幸
せ
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ガ
ザ
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地
へ

泣
け
る
場
所
あ
る
の
も
幸
せ
の
ひ
と
つ

生
き
る
っ
て
腹
の
立
つ
こ
と
許
す
こ
と

草
笛
に
我
が
青
春
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呼
び
戻
す

荒
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小

菊
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美
穂
子

竹

下

平

気

大

嶋

久
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藤　
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ず
る
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一

輪
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部　

清
流
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第45回 市民文化のつどい・
　　第21回郷土秋田を考える文化講演会
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平沢有子クラシックバレエスタジオ

〒010-0023　秋田市楢山本町1―3　平沢有子クラシックバレエスタジオ
ＴＥＬ・ＦＡＸ（018） 833-7677（スタジオ) 

平沢有子バレエスタジオ

マーチ　近藤　結愛　　髙橋　空杏　　折野　真帆　　倉田　愛唯
　　　　岡　　夏輝　　櫻庭あまね　　多賀糸桃花

人　形　ａ　秋元　咲輝　　石井　樹愛
　　　　ｂ　黒木　麻央　　清水　楓文
　　　　ｃ　藤原　　花（ＮＢＡバレエJr.カンパニー）

スペインの踊り
　　　　安藤　涼香

ロシアの踊り
　　　　久米田麻衣　　藤谷　友葉　　栗原　和香
　　　　岡　　千晃　　佐藤　花芽

中国の踊り
　　　　清水　楓文　　菊池　花恋
　　　　近藤　結愛　　折野　真帆

フランスの踊り
　　　　塩田　　香　　平澤陽菜子　　石井香菜子　　平澤理菜子

クラウン
　　　　黒木　麻央　　大久保彩絢
　　　　髙橋　空杏　　倉田　愛唯　　岡　　夏輝
　　　　櫻庭あまね　　多賀糸桃花

金平糖の精
　　　　吉田　彩華

フィナーレ

「くるみ割り人形より」－クララの夢
Ａ．祈り  ハーライン曲
　　　　遠藤　真琴
　　　　関谷　　唯　　鈴木　苺珈　　古戸ゆき乃　　菊地かなえ
Ｂ．海と真珠  プーニ曲
　　　　高橋　叶葉　　菊地　　奏
Ｃ．「ドン・キホーテ」より　キューピットのVa. ミンクス曲
　　　　今野　絵麻
Ｄ．「パキータ」より　パキータのVa. ミンクス曲
　　　　鈴木　　詩
Ｅ．「サタネラ」より　サタネラのVa. プーニ曲
　　　　鈴木　　暖
Ｆ．ワルツ  チブルカ曲／オリガ・サファイア振付
　　　　佐藤みずゑ　　菊地かなえ
Ｇ．「コッペリア」第一幕より抜粋 ドリーブ曲
　　　　１．マーチ
　　　　２．バラード
　　　　３．ヴァリエーション
　　　　４．コーダ

　　　　スワニルダ　　鈴木　　暖
　　　　スワニルダの友だち
　　　　　　　　　　　遠藤　真琴　　関谷　　唯　　鈴木　苺珈
　　　　　　　　　　　鈴木　　詩　　古戸ゆき乃　　高橋　叶葉
　　　　　　　　　　　菊地　　奏　　今野　絵麻

鎌田久美子バレエスタジオ

〒011-0946　秋田市土崎港中央一丁目18-8　鎌田久美子バレエスタジオ　　　　
ＴＥＬ・ＦＡＸ（018） 846-0082（スタジオ)
ＴＥＬ・ＦＡＸ（018） 845-2464（自宅)　  
ＴＥＬ・ （0185） 45-3221（大潟教室)
E-mail:kamada11738@yahoo.co.jp      

〒010-1427　秋田市仁井田新田二丁目7-1　奥村信子バレエ研究所　  
ＴＥＬ・ＦＡＸ（018） 839-6451
http://www.oku-ballet.com
E-mail:modern5_0823@yahoo.co.jp
E-mail:oku-modern5@docomo.ne.jp

奥村信子バレエ研究所

１． 2023作品

　　　　　　　　　　　素敵な野望　
　　　　　　　　　　　真夜中のライブ

使用曲　ショパン「華麗なるワルツ」他

　　　　　橋本　千春　　栗原　弓子　　松沢　美香　　小室　綾子
　　　　　李　　晶子　　渡部　喜子　　佐藤　千晴　　清田　水恵
　　　　　堀野友理恵　　吉川友里香　　小松恵美子　　早坂　由佳
　　　　　富橋　芙美

２．ジョリー　ホリデイ 2024作品

「メリー・ポピンズ」より
　　　　　小室　容大　　中野可映子　　田口　華蓮　　小室　ゆう
　　　　　長谷川眞子　　栗原　千依　　佐々木玲奈

マミー　　早坂　由佳
ナニー　　清田　水恵

３． 2024作品

－己が紡ぐモーメンツ……－
使用曲　KLAZZBROTHERS & CUBAPERCUSSION

　　　　　橋本　千春　　栗原　弓子　　松沢　美香　　小室　綾子
　　　　　李　　晶子　　渡部　喜子　　佐藤　千晴　　清田　水恵
　　　　　堀野友理恵　　吉川友里香　　小松恵美子　　早坂　由佳
　　　　　富橋　芙美

エンジェルバレエスタジオ

〒010-0921　秋田市大町1丁目3-34
ADTビル１F　　

エンジェルバレエスタジオ
ＴＥＬ（080）6016-6834(片谷)

HP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 構成/振付：片谷沙和子

１．LIFE　～それぞれの道～ 振付：藤平　真梨

２．English Country Garden
　　　　　　　綱島　更紗　　中山　千芽　　清川　紗希　　菅原　理央
　　　　　　　鈴木　凜央　　江幡　寧音　　小野　紗希　　田中理帆子
　　　　　　　大友　綾寧　　荒田　菜緒　　今井　祐子　　門脇　綾香
　　　　　　　國原　香住　　小林　愛未　　髙畑多恵子　　畠山万喜子
　　　　　　　半田ゆかり　　誉田　真弓　　水田真由美　　渡部　昭子

３．Sailors
　　　　　Ａ　大友　咲希　　近藤　杏奈　　高田　千暖　　岩谷　珠寿
　　　　　　　大友　沙華　　角田　優芽　　片谷　柚希　　工藤　千尋
　　　　　　　近藤　咲歩　　富田　琳子　　塚元　義将　　天野　里海
　　　　　　　荒田　真那　　菊地ねいろ　　下平　紗綾　　田中紗帆子
　　　　　　　富樫　麻結　　安田　怜未
　　　　　Ｂ　綱島　更紗　　中山　千芽　　清川　紗希　　菅原　理央
　　　　　　　鈴木　凜央　　江幡　寧音　　小野　紗希　　田中理帆子
　　　　　　　大友　綾寧　　荒田　菜緒

４．Scottish Dance
　　　　　　　國原　香住
　　　　　　　今井　祐子　　門脇　綾香　　小林　愛未　　髙畑多恵子
　　　　　　　畠山万喜子　　半田ゆかり　　誉田　真弓　　水田真由美
　　　　　　　渡部　昭子

５．威風堂々  振付：藤平　真梨
　　　　　　　全　　　員

『プロムナード』

渡部立子バレエ学園

〒011-0941　秋田市土崎港北二丁目4-8　渡部立子バレエ学園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ090-3331-5889 　　 　　　　　
　　　　　URL(PC、スマートフォン)：https://ritsuko-ballet.amebaownd.com

１　オープニング
　　　　　　工藤はるの　　田中　　珠　　木村　姫乃　　畠山　　葵
　　　　　　田口　理那　　奈良　茉夏　　菊地　華凜　　佐々木　紬

２　「パリの炎」より　　ジャンヌのVa 佐々木　紬

３　「眠れる森の美女」第三幕より　　オーロラのVa 菊地　華凜

４　「ドン・キホーテ」第一幕より　　キトリのVa 畠山　　葵

５　「白鳥の湖」第二幕より　　オデットのVa 木村　姫乃

６　「サンタ・クロースの森」より
　　　オーケストラ人形の踊り
　　　　サンタ・クロース　 　藤原　　萌
　　　　指揮者　　　　　　 　萩生　夏暁
　　　　オーケストラ人形　 　岩村　美空　　菅原　千夏　　藤倉花弥乃

７　「ディアナとアクティオン」より　　ディアナのVa 奈良　茉夏

８　「タリスマン」より　　ニリチのVa 田口　理那

９　「ラ・バヤデール」より　　ガムザッティのVa 田中　　珠

10　「ライモンダ」より　　ライモンダのVa 工藤はるの

11　フィナーレ
　　　　　　藤原　　萌　　工藤はるの　　田中　　珠　　木村　姫乃
　　　　　　畠山　　葵　　田口　理那　　奈良　茉夏　　菊地　華凜
　　　　　　佐々木　紬　　岩村　美空　　菅原　千夏　　藤倉花弥乃
　　　　　　萩生　夏暁

～バレリーナへの夢(№2)～

～  秋の祭典  ～

第67回  秋田市芸術祭

主　催　（一社）秋田市文化団体連盟
共　催　秋田市
後　援　秋田市の文化を育てる市民の会
　　　　秋田魁新報社・NHK秋田放送局・ABS秋田放送
　　　　AKT秋田テレビ・AAB秋田朝日放送・エフエム秋田

入場料　　1,000円入場料　　1,000円

と　き
令和６年10月６日（日）
開場  13：15　開演  14：00

ところ
あきた芸術劇場ミルハス

中ホール

令和６年10月６日（日）
開場  13：15　開演  14：00

あきた芸術劇場ミルハス
中ホール

一般般社社団法法人人人 秋田市文化団体体連連連盟盟一般社団法人  秋田市文化団体連盟

ご来場のみなさまへ
　※感染防止対策のご協力をお願いいたします。
　※小さいお子さまをお連れの方、お足元不安の方は、２階席や階段等

お気を付けくださいますようお願いいたします。

ご来場のみなさまへ
　※感染防止対策のご協力をお願いいたします。
　※小さいお子さまをお連れの方、お足元不安の方は、２階席や階段等

お気を付けくださいますようお願いいたします。

あきた芸術劇劇場場ミルハス内内

（018000 ）））853 5597

〒010-0875
秋田市千秋明徳町2番52号
あきた芸術劇場ミルハス内
　ＴＥＬ（018）853-5596
　ＦＡＸ（018）853-5597

内田　和花
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新舞踊 民 踊 民 謡港ばやし フラダンス

◇主催　一般社団法人秋田市文化団体連盟
◇共催　秋田市
◇後援　秋田市の文化を育てる市民の会
　　　　秋田魁新報社・ＮＨＫ秋田放送局・ＡＢＳ秋田放送
　　　　ＡＫＴ秋田テレビ・ＡＡＢ秋田朝日放送・エフエム秋田

令和６年度

第67回 秋田市芸術祭

総合芸能公演総合芸能公演

令和６年10月13日（日）
　　　　　　　開場：12時30分
　　　　　　　開演：13時

あきた芸術劇場ミルハス 中ホール

1,000円（中学生以下は入場無料）

ところ

入場料

と　き

《加盟団体》

ご来場のみなさまへ
　※マスク、検温、手指の消毒等、体調管理にお気を付けてご来場ください。

団　　体　　名 代 表 者 郵便番号 住　　　所 電話番号

土崎港ばやし保存港和会 大　川　　　正 011-0941 土崎港北 1－4－7 846 － 1076

土崎民舞扇豊会 加　藤　トヨ子 011-0946 土崎港中央六丁目10－9 845 － 5556

（公財）日本民謡協会　祐徳会 佐　藤　祐　幸 010-1414 御所野元町七丁目12－3 839 － 6780

ハラウ フラ オ レフア ケアロハ 田　中　麻季絵 010-0041 広面字昼寝17－9　事務局 伊藤 832 － 6265

〒010-0875
秋田市千秋明徳町２‒52
　（あきた芸術劇場ミルハス内）
　TEL（018）853－5596
　FAX（018）853－5597

一般社団法人 秋田市文化団体連盟

プ ロ グ ラ ム

司会　鈴　木　まゆみ
〈第　一　部〉

１　民踊　南部よしゃれ（土崎民舞扇豊会）
　　　　　菅　原　はるみ　　大　塚　広　子　　佐渡谷　寛　子　　佐　藤　優　紀
　　　　　佐　藤　雪　菜

２　民踊　真 室 川 音 頭（土崎民舞扇豊会）
　　　　　石　塚　喜　奈　　倉　田　章　子　　根　田　姫江子　　大　野　美佐子
　　　　　菊　地　房　子

３　民踊　淀　の　舟　唄（土崎民舞扇豊会）
　　　　　泉　　　　　希　　鈴　木　夕　子　　鈴　木　真奈美　　佐　藤　きよ子
　　　　　齋　藤　勝　久

４　フラダンス　Hiilawe ﾋｲﾗｳﾞｪ（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）
　　　　　田　中　麻季絵　　真　坂　めぐみ　　真　坂　智恵子　　三　舩　榮　子
　　　　　三　森　宏　美　　佐　藤　ヨリ子　　池　田　清　子　　川　上　孝　子
　　　　　大　山　礼　子　　渡　辺　敏　子　　相　場　ひろ子　　佐々木　せつ子
　　　　　佐　藤　和　子

５　フラダンス　Kaha ka manu（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）
　　　　　佐　藤　優　子　　水　俣　明　子　　堀　井　鉤　子　　伊　藤　美喜子
　　　　　児　玉　範　子　　保　坂　佳　子

６　フラダンス　He Aloha no H
ホ ノ ル ル

onolulu（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）
　　　　　真　坂　めぐみ　　真　坂　智恵子　　三　舩　榮　子　　三　森　宏　美
　　　　　佐　藤　ヨリ子　　池　田　清　子　　川　上　孝　子　　大　山　礼　子
　　　　　渡　辺　敏　子　　相　場　ひろ子　　佐々木　せつ子　　佐　藤　和　子

７　民謡　お　こ　さ　節（祐徳会）
　　　　　鎌　田　誠　子　　古　谷　博　子

８　民謡　秋 田 草 刈 唄（祐徳会）
　　　　　柏　谷　一　三　　工　藤　　　等

９　民謡　秋田おばこ節（祐徳会）
　　　　　須　田　シゲ子　　鎌　田　昌　子

～ 休　憩 ～

〈第　二　部〉

１　港ばやし　寄　せ　太　鼓（土崎港ばやし保存港和会）
　　　　　　　湊　ば　や　し
　　　　　　　湊 剣 ば や し
　　　　　　　あ　い　や　節

２　民踊　武　　田　　節（土崎民舞扇豊会）
　　　　　倉　田　章　子　　根　田　姫江子

３　新舞踊　ほろ酔い満月（土崎民舞扇豊会）
　　　　　菅　原　はるみ　　大　塚　広　子　　佐渡谷　寛　子　　佐　藤　優　紀
　　　　　佐　藤　雪　菜

４　フラダンス　O 'Oe No Paha la（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）
　　　　　佐　藤　優　子　　水　俣　明　子　　伊　藤　美喜子　　児　玉　範　子
　　　　　保　坂　佳　子

５　フラダンス　愛
あい

　燦
さん

　燦
さん
（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）

　　　　　田　中　麻季絵

６　フラダンス　Haleiwa Hula（ハラウ フラ オ レフア ケアロハ）
　　　　　田　村　栄　子　　佐々木　南菜子　　草　階　弥　生　　児　玉　定　子
　　　　　青　木　光　子　　中　村　幸　子　　保　坂　キヨ子　　渡　辺　アヤ子
　　　　　高　橋　ひろみ　　他の出演者全員27名

７　民謡　秋　　田　　節（祐徳会）
　　　　　清　野　久美子　　浅野　　　雛　　中川　　　緑

８　民謡　秋 田 長 持 唄（祐徳会）
　　　　　高　木　弘　江

９　民謡　秋 田 大 黒 舞（祐徳会）
　　　　　髙　橋　康　信　　博　山　とし子
　　　　　　　　　　（祐徳会伴奏者）
　　　　　　　　　　　三味線　　児　玉　忠　廣
　　　　　　　　　　　尺　八　　神　馬　隆　水　　土　井　正　幸
　　　　　　　　　　　太　鼓　　古　谷　博　子　　博　山　とし子
　　　　　　　　　　　統　括　　佐　藤　祐　幸
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第61回　秋田市民合唱祭 日時　令和６年10月20日（日）12：30
会場　あきた芸術劇場ミルハス 大ホール
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合同茶会 日時　令和６年11月3日（日）午前10時～午後2時
会場　秋田市文化創造館・秋田市にぎわい交流館AU

玉川遠州流

遠州流狭山流

石州流日本礼道小笠原流

裏千家表千家
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～秋田市文化の祭典より～
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団 体 名　ハラウ フラ オ レフア ケアロハ
代 表 者　代表　田中　麻季絵（レフア　ケアロハ　麻季絵）

部門　　　大衆芸能部門　ポリネジアン民俗舞踊
創立　　　平成２年７月
加入　　　令和６年４月
連絡先　　事務局　鈴木桂子
　　　　　〒011-0941　秋田市土崎港北７丁目3-18
TEL　　　080-1665-6579

活動紹介
　ハワイ島のクムフラ・ジョニ―・ラムホ－、オアフ島ホクラニ・デ・レゴに教えを乞い正式にウニキを経て
ジャパンクムを取得。鎌倉にてハラウを創設。キングカメハメハ、フラオニエ等、大会で上位入賞を果たす。
秋田教室からは2002年アンクル・ジョ－ジ・ナオベ・インビテーショナルフラフェスティバル仙台ワヒネ優勝
2004年ＪＡＬ主催　第5回フラホウラウナアロハコンペティションワヒネアウアナ出場。2010年ハワイ島ヒロ
にてメリーモナーク前夜祭に参加2013年オアフ島ポリネシアンカルチャーセンター50周年記念ステージに出演
2015年フラオニエ東京大会クプナソロ第2位同年関西大会ワヒネ第2位2016年フラオニエ関西大会クプナソロ優
勝秋田教室を開設して今年３５年となる。現在、秋田・横浜で教室を開催し踊りだけではなくハワイの歴史、
文化等を幅広く伝え、後進の育成にも取り組んでいる。

団 体 名　琴古流尺八竹龍舘
代 表 者　代表　三浦　龍畝

TEL　　　080-5224-3282

団体紹介（令和６年度加入団体）
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第62回　秋田市文化団体連盟章 日時　令和６年12月３日（火）午後４時
会場　秋田キャッスルホテル

【川柳ウイング吟社での活動】
　平成23年川柳ウイング吟社入会。現在主幹として吟社の運営に尽力
している。特に主幹就任後は、会員減少に悩む同吟社を様々なアイ
ディアを駆使して、県内有数の会員を擁する吟社に育て上げた。現
在、月刊川柳誌「ウイング」を220号発行。
【組織活動】
　平成29年秋田市川柳協会事務局長に就任し、会長を補佐して任務に
当たっていたが、令和2年以降は同会長として市内5吟社を掌握指導し
つつ、秋田市民文芸大会へ中心的に関与する傍ら、秋田市川柳大会や
県川柳大会等の選者を務めている。平成31年からは、県川柳懇話会事
務局長として会長を補佐し、本県川柳界の活動を切り盛りしている。
また、同年には全日本川柳2020年秋田大会事務局長に就任。折から
のウイルス禍により同大会開催が危ぶまれたが、会長の右腕となり、
全日本川柳協会と協議の上、全国大会としての初の誌上大会開催にこ
ぎ着けた。その手腕は高く評価されている。
　この他、令和元年から2年間東北川柳連盟事務局長に就任。東北各
県川柳連盟との連絡調整に尽力した。これらにより現在まで「秋田の
浩洋」の名声を高めている。
【その他の活動】
秋田市川柳協会事務局長就任後は、高校教諭（英語）のキャリアを有
効活用し、「国際俳句・川柳・短歌ネットワーク」において、川柳作
品を英語バージョンにするなど、川柳を秋田市から世界に発信してい
る。また、国内唯一の川柳専門雑誌「川柳マガジン」の選者を担当
し、全国川柳愛好者の指導育成と啓蒙に務めている。
　以上のように川柳の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。
　※平成30年～　秋田魁新報社柳壇作家賞３回受賞
　※令和元年　　県民公募あきたの文芸最優秀賞（知事賞）。他、同奨励賞3回
　※令和３年　　秋田市川柳大会第一位。他に各種川柳大会で上位入賞多数

川　柳

菅　原　浩　洋（81歳）

　　（菅　原　　　浩）

　秋田市川柳協会

すが　　　わら　　　こう　　　よう

あき た　し せんりゅうきょうかい

　昭和62年12月孝華書院に入門、故茂林孝華先生・茂林憲子先生に
師事し、以来書道の技術向上に励んできた。平成２年に雅号・及び師
範資格を取得し孝華書院理事・茂遠書会常任理事として孝華書院展・
茂遠書会展の円滑な開催の為に積極的に協力し、孝華書院の発展に貢
献してきた。
　作品発表に関しては、昭和63年から孝華書院展への毎回出品を始め
として平成２年東京・学書院展出品、平成４年からは茂遠書会展・秋
田市芸術祭総合美術展への積極的な出品、秋田県造形美術展出品・平
成25年から平成29年孝華書院「心照展」及び令和２年からの「秋田
の書展」、など書道発展に寄与してきた。
　また、平成23年から13年間秋田市立旭南小学校主催の「地域ふれ
あいクラブ」の書道講師として書道の楽しさを通じて技術向上・後進
の育成と書道文化の普及を図るため長年尽力しており、秋田市文化団
体連盟のさらなる芸術振興に貢献寄与しているものと考える。
　以上のように書道の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。
　※平成２年８月　学書院展　特選
　※平成３年８月　　 〃　　 秀作
　※平成４年８月　　 〃　　 推薦
　※平成５年８月　学書院創立35周年選抜コンクール　銅賞
　※平成５年８月　学書院展　中国大使館賞
　※平成５年10月　第一回「国泰民安」コンクール半紙　入選
　※　　 〃　　　　　　　　　　〃　 　　　　　半切　入選
　※平成６年８月　学書院展　NTT賞
　※平成７年８月　　 〃　　 資生堂賞
　※平成８年８月　　 〃　　 日本テレビ社賞
　※平成９年８月　　 〃　　 読売新聞社賞
　※平成10年８月　　 〃　　 　　 〃
　※平成11年８月　　 〃　　 　　 〃
　※平成12年８月　　 〃　　 　　 〃

書　道

大　塚　祥　華（80歳）

　　（大　塚　滋　子）

　孝華書院

おお　　　つか　　 しょう　　　か

こう か しょいん

昭和47年12月２日　入門　茶道石州流　筑和宗香に師事
昭和58年10月　　　　　　茶道石州流　伊藤宗初に師事
平成18年4月から支部役員として務める。
平成18年４月から保戸野コミセンで抹茶グループを開始し現在にいたる。
平成21年４月から秋田支部会計を令和３年３月まで12年間務める。
令和３年４月、秋田支部支部長現在にいたる。
令和４年１月８日、茶道石州流宗家全国支部長・会長会副会長
千秋茶会、秋田市芸術祭合同茶会、支部茶会には積極的に参加（掛 ）
宗家主催の講習会、初 、春、秋の茶会等にも積極的に参加し勉強し
ています。
その他、地域においても高齢者施設で平成25年から30年まで年２回
呈茶。また、泉地区友遊クラブにて掛 をする。その他、平成27年～
現在も白百合いずみこども園で年５回茶道を指導している。
自発的に行動をする事で皆様から信頼されております。
　以上のように茶道の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。
　※平成25年５月　　秋田市民生委員児童委員協議会会長表彰
　※平成25年10月　　秋田市社会福祉協議会会長表彰
　※平成28年７月　　秋田市長　穂積志　社会福祉功労表彰（市記念日）
　※平成29年７月　　全国民生委員児童委員協議会会長表彰
　※令和元年10月　　秋田県知事　佐竹敬久　　社会福祉功労表彰
　※令和４年11月　　厚生労働大臣　加藤勝信　社会福祉功労
　※令和４年11月　　秋田県民生児童委員協議会
　※令和４年12月　　秋田市長　穂積志　社会福祉功労
　※令和５年５月　　厚生労働大臣　加藤勝信　社会福祉功労表彰

茶　道

橋　野　宗　茂（80歳）

　　（橋　野　茂　子）

　茶道石州流宗家秋田支部

はし　　　 の　　　 そう　　　 も

さ どうせきしゅうりゅうそうけ あき た　し　ぶ

　昭和43年小原流に入門し戸嶋豊康師に師事。
　昭和50年より教授活動に入り、後進の指導、育成、いけばなの普
及、伝承に努める。昭和62年小原流秋田支部幹部、平成16年副支部
長、平成26年名誉幹部として現在に至る。
　広面、外旭川地区の伝統文化子供教室で指導し現在に至る。
　平成６年秋田県華道連盟幹事、後に会計、平成26年監事として現在
に至る。
　平成19年「秋田県いけばな史」の発刊に携わる。
　平成26年「第29回国民文化祭・あきた2014」で、県内18流派の華
道展、野外展、記念作品集発刊、いけばなパフォーマンス「椿伝説」
公演等を企画実行した。
　小原流秋田支部の花展、秋田県華道連盟綜合いけばな展、秋田県い
けばな作家協会華展に作品を出品。
　以上のように華道の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と、秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。
　※平成28年　小原流秋田支部創立60周年記念賞
　※平成30年　秋田県華道連盟創立70周年記念功労賞
　※平成30年　秋田県華道連盟創立70周年記念永年表彰

華　道

加　藤　豊　典（77歳）

　　（加　藤　典　子）

　小原流秋田支部

か　　　 とう　　　ほう　　　てん

お はらりゅうあき た　し　ぶ
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1997　ビクター歌謡音楽研究会講師認定　作曲家三木たかし先生に師事
2008　NPO法人日本大衆音楽協会歌謡講師・歌唱健康士医学博士永
田晃先生に教授。
2010　歌手協会合格　（一社）日本歌手協会プロレベル認定
2014　協会理事昇格　大衆音楽祭全国大会舞台監督拝命
　　　 総会議長就任　コロナ禍秋田から全国オンライン開催提唱実施
【教室と協会共存】
　・1998　八王子教室開校　2000年～秋田市で開校現在に至る
　・2003　秋田県大衆音楽協会立上　周知目的で2005年13市巡業大
会掲げる

　・2019　13巡業大会達成。　各市に教室開校大衆音楽の普及
　・2020　全県教室縮小　コロナ禍で大館・由利本荘・秋田市に限定
【他分野と共存】
　・2009～　秋田市文化団体連盟・秋田県芸術文化協会に加盟、他
分野との交流を継続。

【健康寿命促進運動】
　・2008～NPO法人日本大衆音楽協会の歌唱健康指導士習得、個人
で県内講演他ボランティア活動

　・2011～2024まで14年間、自宅スタジオで定例の歌唱健康研修会
継続

　・2022　秋田県健康づくり県民推進委員会に音楽分野第1号で推薦
受諾

　・2023～　3月～2度目の13市巡業「楽しく歌って健康に!」講演
と実演開始

　・2024　健康づくり地域マスター拝命　9月13市巡業達成
　以上のように大衆音楽の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、
芸術文化活動の推進と、秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。
　※全国鉱山救急法大会　個人団体優勝　1976・1985年
　※文部大臣賞　　　1976年　秋田大学通信教育課程
　※内閣総理大臣賞　2005年　第21回NPO法人日本大衆音楽祭
　※けやき賞受賞（秋田市の文化を育てる市民の会）2008年
　※NPO法人日本大衆音楽協会、会長賞　2024.10.26

歌謡曲

塚　　　あきら（75歳）

　　（程　塚　敏　明）

　塚歌謡教室

つか

つか か ようきょうしつ

1963年　箏曲指導者　山崎冴賀師に入門
1966年　佐林恵美子師に師事
1974年　田村寿賀師に師事
1980年　生田流箏曲清絃会の箏師範授名
2000年　生田流箏曲清絃会の三絃師範授名
2002年　生田流箏曲清絃会の大師範免許
2002年　以降後進の指導にあたっている

・秋田市芸術祭、「秋田市文化の祭典」等に数多く参加。
・秋田県三曲連盟主催の定期演奏会及び初春のしらべに毎年参加。
・秋田県三曲連盟会員として石川県国民文化祭「いしかわ百万石」や
大分県国文祭等に積極的に参加。
・秋田県での国民文化祭では、各種の行事等に参加。
・能代市文化フェスティバルに数多く参加。
・秋田市伝統文化親子教室や能代南中学校地域交流会等に積極的に参
加して子供達への邦楽の普及を図っている。
・お箏を通して、地域へのボランティア活動等を自主的に行ってい
る。
　以上のように箏曲の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と、秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。

　※2005年11月　清絃会功労賞を受賞

箏　曲

菅　原　ひろ賀（71歳）

　　（菅　原　ひろみ）

　生田流箏曲清絃会

すが　　　わら　　　　　　　　　が

いく たりゅうそうきょくせいげんかい

　平成12年サンライフ秋田の謡曲教室(能・喜多流)へ入会。
　平成13年～喜多流正教授渡邊豊治師に師事。喜多流入門を宗家より
允許。
　平成15年山形の国民文化祭に出演。平成16年唐松能楽殿能公演に
出演。以後本公演には計５回出演し能楽の普及に努めている。
　平成26年喜多流職分粟谷能夫師に師事。喜多流宗家より「謡教授」
「舞教授」を允許。平成29年秋田市文化会館にて「教授」の「披き」
を行い謡・仕舞を披露した。平成13年より小鼓幸流横山幸彦師に師事
し、囃子方としても各発表会へ参加している。秋田市文化団体連盟主
催の秋田市芸術祭「邦楽合同公演」には毎年出演している。他に、毎
年、年数回の発表会に出演し、謡・舞・囃子を披露し各流派との交流
を図っている。令和４年からサンライフ秋田の教室を発展させた秋田
県喜多流梅陽会会長として謡曲・仕舞の指導にあたり能楽の普及及び
各流との連携・交流に尽力している。令和６年秋田市芸術祭「夏休み
トライ」において謡曲の講師として小学生の指導にあたった。
　以上のように謡曲の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と、秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。

謡　曲

間　宮　繁　夫（73歳）

　秋田市謡曲三流同好会

ま　　　 みや　　　しげ　　　 お

あき た　し ようきょくさんりゅうどうこうかい

昭和57年４月　家元に直接師事　
昭和59年５月　全日本煎茶道連盟　会員に任命。
昭和61年４月　煎茶道狭山流教授の資格を授与される。
平成５年４月　全日本煎茶道連盟の参事に任命される。
平成12年１月　煎茶道狭山流の常任理事に任命される。
平成17年１月　社中持ち教授となる。

　昭和57年に狭山流に入門以来、日々の稽古の取組みは基より、京都
で開催の全日本煎茶道大会、秋田で開催の千秋茶会、秋田市芸術祭
「合同茶会」、秋田県各地で開催の茶会運営等に於いて、家元の活動
を補佐し、煎茶道の発展に身を呈して貢献している模範的な重鎮であ
る。
　会員の信頼も厚く、煎茶道を通じ、今後も秋田市の芸術文化の発展
に寄与出来る人材である。
　以上のように茶道の発展・普及、後進の指導・育成に尽力し、芸術
文化活動の推進と、秋田市文化団体連盟の発展に貢献している。

茶　道

古　川　芳　孝（66歳）

　　（古　川　孝　子）

　煎茶道狭山流

ふる　　　かわ　　　ほう　　　こう

せんちゃどう さ やまりゅう
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連盟章設立までの経緯と趣旨
　一般社団法人秋田市文化団体連盟は秋田市における芸術文化の自主的活動強化を図りながら、その普及振興と市民文化
の高揚に努め、秋田市の文化の向上と発展に寄与することを目的に昭和32年に結成されました。以来、秋田市芸術祭を
はじめとして各種の文化事業をとおして市民の芸術文化の普及振興に力を注いでまいりました。このような芸術文化活動
の推進と文化団体連盟の発展に貢献された個人および団体の功績を讃えるとともに、秋田市の芸術文化活動の促進に寄与
することを目的として、昭和38年に「秋田市文化団体連盟章」を設け表彰しているものであります。

一般社団法人 秋田市文化団体連盟
会長　宮下　正弘
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第41回　秋田市文化選奨 日時　令和６年７月25日（木）午後４時
会場　ANAクラウンプラザホテル秋田

第74回 秋田市文化章・文化功績章 日時　令和６年1１月６日（水）午後４時
会場　秋田キャッスルホテル
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第56回　秋田県芸術文化章
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （連盟関係者）

日時　令和６年12月11日（水）午後１時30分
会場　ANAクラウンプラザホテル秋田

令和６年 秋田県文化功労者
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （連盟関係者）

日時　令和６年10月31日（木）午後２時30分
会場　秋田県庁「正庁」
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第50回　秋田県芸術選奨
　　　　　　　　　　　　　　　　（連盟関係者）

第21回　けやき賞
　　　　　　　　（秋田市の文化を育てる市民の会）

日時　令和７年１月31日（金）午後２時
会場　秋田県庁　正庁

日時　令和７年３月27日（木）午後４時
会場　秋田キャッスルホテル

令和６年度 地域文化功労者（文化庁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連盟関係者）

日時　令和６年11月20日（水）午後３時30分
会場　京都市内会場

足
あだち

達　清
せいが

賀（本名　市川 静子）
秋田県（芸術文化）
箏曲演奏家、生田流箏曲清絃会会長、秋田県三曲連盟顧問
永年にわたり、箏曲演奏家として優れた活動を行うとともに、生田流箏曲清
絃会会長等を務め、地域文化の振興に貢献している。
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◎穂積市長にお忙しいなか、お祝のご挨拶をいただきありがとうございます。
　ミルハス、明徳館、文化創造館、そして令和７年度開館予定の佐竹史料館等々・・・。
　美しい千秋公園の内と外に一連の文化施設が立ち並びます。これらの文化的、知的活動の拠
点、そして千秋公園の風格ある庭園美。これらこそ、秋田市民が全国に、そして世界に誇るべ
き貴重な財産です。

　経済的豊かさだけでなく、心の豊かさがあって、はじめて私たちはこの財産を引き継ぎ守り育
てていくことができます。

　文化活動に携わる私たちも、一般市民も行政にたずさわる人々も共に手をとりあってめざすべ
き目標実現のために協力し合っていきたいものです。

◎「芸術文化体験プログラム」は、今後も継続して子どもたちに芸術文化を体験してもらい、少
しでも文化の担い手が育ってくれるように実施します。

◎１１月１９日（火）ねぶり流し館を会場に「文化芸術の振興を考える議員の会」との懇談会が
もたれました。「夏休みトライ」記録映像視聴、宮下会長の基調講演に続き、活発な議論が展
開され、別な視点、角度から文化団体連盟をみることができました。今後もこのような会を継
続することによって、さらに新しい視点から文化芸術を考えることができるものと思います。

―ひとり言―
　世界中が、今、自然も社会も不安で危険な局面を迎えつつあります。そんな時こそ私たちは差
別、憎悪、分断ではない調和、平和、寛容の精神を大切にしたいと思います。

　いよいよ、芸術文化の出番です。

　　　　　　　なんの変哲もなく　けなげに咲く
　　　　　　　　　一輪の花。
　　　　　　　　　　　強い生命力と美しさを感じます。

＊編集責任者
　　常務理事　鎌　田　久美子

＊編集委員
　　事 務 局

あ　と　が　き
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